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氷
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か

︱

吉

野

政

治

�

そ
の
一
部
が
装
飾
品
や
薬
剤
と
し
て
利
用
さ
れ
︑
あ
る
い
は
愛
玩
物
と
し
て

収
集
さ
れ
て
い
た
鉱
物
が
科
学
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
幕
末
以
降
の
こ
と
で
あ

る①
︒鉱

物
は
当
時
は
﹁
金
石
﹂
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
が②
︑
日
本
鉱
物
学
の
開
拓
者

と
さ
れ
る
和
田
維つ
な

四
郎
の
﹃
金
石
識
別
表
﹄︵
東
京
大
学
理
学
部
︑
明
治
十
年

刊
︶
は
︑﹁
金
石
﹂
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
︒

凡
ソ
無
機
物
中
固
形
或
ハ
流
体
ニ
シ
テ
地
球
ノ
成
分
ト
ナ
ル
者
︑
之
ヲ
金

石
ト
謂
ヒ
︵
中
略
︶
金
石
ハ
無
機
物
ナ
レ
バ
生
死
ノ
期
ナ
ク
産
殖
ス
ル
ノ

性
質
ナ
シ
ト
雖
ド
モ
︑
往
々
同
種
物
ノ
聚
合
ニ
因
テ
其
容
量
ヲ
増
シ
︑
液

体
ヨ
リ
沈
底
シ
テ
固
体
ヲ
生
ズ
ル
ア
リ
︒
然
レ
ド
モ
固
ヨ
リ
動
植
物
ノ
如

ク
敢
テ
産
殖
セ
シ
ニ
非
ル
ナ
リ
︒

金
石
ハ
元
素
ノ
抱
合
ニ
因
テ
ナ
ル
者
ニ
シ
テ
︑
尋
常
金
石
ノ
結
合
ニ
由
テ

岩
石
ヲ
為
ス
故
︑
金
石
ニ
シ
テ
山
脈
地
層
等
ヲ
為
ス
コ
ト
多
カ
ラ
ズ
︵
山

塩
・
石
炭
・
石
灰
砿
等
ハ
金
石
ニ
シ
テ
岩
石
ト
ナ
ル
︶︒

す
な
わ
ち
﹁
金
石
﹂
は
死
ぬ
こ
と
も
増
殖
す
る
こ
と
も
な
い
無
機
物
で
あ
り
︑

元
素
が
抱
合
し
て
固
形
あ
る
い
は
流
体
の
形
を
と
る
も
の
で
あ
る
︒
鉱
物
学
は

現
在
︑
結
晶
構
造
や
組
織
の
解
明
︑
熱
力
学
や
合
成
実
験
に
よ
る
安
定
性
の
研

究
︑
さ
ら
に
結
晶
の
生
長
機
構
の
解
明
な
ど
の
分
野
で
格
段
の
進
歩
を
遂
げ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
︑
﹁
鉱
物
﹂
︵
金
石
︶
の
定
義
そ
の
も
の
は
明
治
期
の
も
の

と
変
わ
る
こ
と
は
な
い
︒
例
え
ば
森
本
信
男
・
砂
川
一
郎
・
都
城
秋
穂
共
著

﹃
鉱
物
学
﹄︵
岩
波
書
店
1
9
7
5
.5
刊
︶
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
︵
p
p
.1
1
-
1
2︶︒

鉱
物
は
︑
ほ
ぼ
均
質
︵
h
o
m
o
g
e
n
e
o
u
s︶
な
物
質
だ
と
い
う
こ
と
は
︑

鉱
物
を
岩
石
か
ら
区
別
す
る
た
め
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
︒
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
鉱
物
は
固
溶
体
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
︑
そ
の
化
学
組
成
は
一
つ
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石
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の
固
体
内
で
も
一
様
で
は
な
い
︒
そ
こ
で
“
均
質
”
と
書
か
な
い
で
︑

“
ほ
ぼ
均
質
”
と
書
い
た
の
で
あ
る
︒︵
中
略
︶
一
般
に
鉱
物
の
化
学
組
成

は
︑
そ
れ
が
固
溶
体
を
つ
く
っ
て
い
て
も
︑
一
定
の
化
学
式
で
ほ
ぼ
表
わ

す
こ
と
が
で
き
る
︒︵
中
略
︶
石
英
や
長
石
の
よ
う
な
典
型
的
な
鉱
物
は
︑

結
晶
体
の
固
体
で
あ
る
︒
そ
こ
で
鉱
物
の
定
義
の
な
か
に
︑
そ
れ
が
結
晶

体
の
固
体
で
あ
る
と
い
う
条
件
を
入
れ
る
こ
と
も
多
い
︒︵
中
略
︶
典
型

的
な
鉱
物
は
︑
生
物
の
関
係
し
な
い
自
然
過
程
に
よ
っ
て
で
き
た
無
機
物

で
あ
る
︒
そ
こ
で
こ
れ
を
定
義
の
な
か
に
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
︒

と
こ
ろ
で
︑
こ
の
定
義
で
は
氷
や
水
や
空
気
も
ま
た
鉱
物
で
あ
る
︒
そ
の
こ

と
を
最
初
に
明
確
に
記
し
て
い
る
の
は
︑
管
見
で
は
松
本
栄
三
郎
纂
訳
﹃
礦
物

小
学
﹄︵
明
治
十
四
年
刊
︶
で
あ
る③
︒

礦
物
ハ
非
生
物
ナ
リ
︒
而
シ
テ
之
ニ
固
体
︑
液
体
︑
気
体
ノ
三
ア
リ
︒
即

チ
諸
礦
物
ハ

率
お
お
む

ネ
個
体
ナ
リ
ト
雖
モ
水
及
ビ
水
銀
ノ
如
キ
ハ
液
体
ニ
シ

テ
︑
大
気
ハ
気
体
礦
物
ナ
リ
︒
是
故
ニ
宇
宙
ノ
万
物
ハ
形
状
ノ
奈
何

い

か

ん

ヲ
論

ゼ
ズ
︑
活
物
及
ビ
源
ヲ
活
物
ニ
帰
ス
ル
モ
ノ
︿
下
條
ニ
説
ク
所
ノ
石
炭
︑

琥
珀
等
ノ
如
キ
ハ
其
源
価
値
物
ヨ
リ
出
ヅ
レ
ド
モ
皆
之
ヲ
礦
物
部
内
ニ
入

ル
ヽ
ヲ
以
テ
此
例
外
ト
ス
﹀
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
皆
礦
物
ナ
リ
︒

︵
総
論
)

礦
物
ハ
天
然
単
純
ナ
ル
コ
ト
自
然
銅
等
ノ
如
キ
モ
ノ
ア
リ
ト
雖
ド
モ
多
ク

ハ
二
三
ノ
元
素
相
化
合
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
︒
即
チ
水
︿
水
素
︑
酸
素
﹀︑
食

塩
︿﹁
ソ
ジ
ュ
ム
﹂︑
塩
素
﹀︑
大
理
石
︿
炭
素
︑
酸
素
︑﹁
カ
ル
シ
ュ
ム
﹂﹀

等
ノ
如
シ
︒

︵
第
一
編
第
二
章
﹁
礦
物
ノ
性
質
﹂
)

こ
の
書
は
﹁
普
ク
童
蒙
ヲ
シ
テ
礦
物
ノ
要
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ
テ
高
尚
ノ

書
ニ
渉
ル
ノ
階
梯
ト
ス
ル
ハ
其
主
ト
ス
ル
所
ニ
ア
ラ
ズ
︒
故
ニ
其
説
ク
所
解
シ

易
キ
ヲ
旨
ト
シ
︵
下
略
︶﹂
と
い
う
目
的
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
︑
特
に
鉱

物
学
の
専
門
書
で
は
な
い
︒

�

我
が
国
に
お
け
る
鉱
物
学
は
西
洋
の
鉱
物
学
を
そ
の
ま
ま
移
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
始
ま
っ
た
︒
右
に
引
用
し
た
松
本
栄
三
郎
纂
訳
﹃
礦
物
小
学
﹄
も
﹁
英

人
ニ
ツ
コ
ル
氏
ノ
﹁
イ
レ
メ
ン
ツ
︑
オ
フ
︑
ミ
ネ
ラ
ロ
ジ
ー
﹂︿
金
石

原
論

﹀
ヲ
基
ト

シ
︑
米
人
タ
ナ
︑
英
人
コ
ッ
リ
ン
ス
等
ノ
礦
物
書
ヲ
参
酌
シ
編
纂
セ
シ
モ
ノ
﹂

で
あ
る
︒
西
洋
鉱
物
学
で
は
水
や
氷
な
ど
は

m
in
e
ra
l︵
鉱
物
︶
で
あ
り④
︑
し

た
が
っ
て
︑
我
が
国
の
鉱
物
学
書
に
も
そ
れ
ら
は
﹁
鉱
物
﹂
と
説
明
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
︒

や
や
専
門
的
な
説
明
の
引
用
に
な
る
が
︑
熊
沢
善
庵
・
柴
田
承
桂
編
纂
﹃
普

通
金
石
学
﹄︵
明
治
十
八
年
刊
︶
で
︑
鉱
物
学
に
お
け
る
固
体
鉱
物
の
分
類
法

と
氷
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
て
お
こ
う
︒

先
ず
﹁
緒
言
﹂
に
お
い
て
﹁
其
成
分
ノ
相
近
キ
ニ
従
ヒ
︑
其
性
状
ノ
相
似
タ

ル
ニ
由
リ
︑
各
々
集
メ
テ
大
小
ノ
分
類
ヲ
為
シ
︑
上
下
綱
目
ヲ
設
ケ
︑
無
数
ノ

金
石
ヲ
シ
テ
一
定
ノ
順
序
ニ
次
列
セ
シ
メ
以
テ
学
者
ニ
便
ニ
ス
︒
之
ヲ
名
ケ
テ
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金
石
ノ
系
統
ト
云
フ
﹂﹁
其
系
統
ヲ
設
定
ス
ル
ノ
法
最
モ
確
実
ニ
シ
テ
最
モ
広

ク
現
今
ニ
行
ハ
ル
ヽ
モ
ノ
ハ
主
ト
シ
テ
金
石
ノ
化
学
成
分
ニ
憑
拠
ス
ル
所
ノ
分

類
ナ
リ
﹂
と
あ
り
︑
次
に
﹁
金
石
総
論
﹂
に
お
い
て
︑
分
類
に
用
い
ら
れ
る
鉱

物
の
性
状
を
﹁
理
学
的
性
状
﹂
と
﹁
化
学
的
性
状
﹂
と
に
分
け
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
る
︒﹁
理
学
的
性
状
﹂
と
は
﹁︵
結
晶
の
︶
形
状
﹂﹁
割
裂
及
破
砕
﹂﹁
硬
度

及
可
劗
性
﹂﹁
比
重
﹂﹁
光
学
的
性
状
︵
透
明
・
光
沢
・
色
彩
・
光
線
屈
折
・
燐

光
︶﹂﹁
電
気
及
磁
気
﹂﹁
触
覚
及
臭
味
﹂﹁
火
熱
反
応
﹂
の
違
い
で
あ
り
︑﹁
化

学
的
性
状
﹂
と
は
﹁
単
体
及
複
体
﹂﹁
元
質
﹂﹁
混
合
・
化
合
・
分
解
﹂﹁
原

子
・
分
子
・
化
合
力
﹂
な
ど
の
違
い
で
あ
る
︒

｢金
石
各
論
﹂
で
は
こ
れ
ら
の
性
状
に
基
づ
き
︑
金
石
を
﹁
第
一
綱

非
金

属
及
軽
金
属
ノ
金
石
﹂︵
炭
素
・
硫
黄
・
弗
素
化
合
物
・
塩
素
化
合
物
・
硝
酸

書
類
・
炭
酸
塩
類
な
ど
︶
と
﹁
第
二
綱

重
金
属
ノ
金
石
﹂︵
砒
素
・
安
知
母

紐
謨
・
黄
金
・
白
金
・
水
銀
・
銀
・
銅
な
ど
︶
の
二
つ
の
﹁
属
﹂
に
分
け
て
説

明
し
て
い
る
︵
一
部
は
さ
ら
に
﹁
属
﹂
を
﹁
類
﹂
に
分
け
て
い
る
︶︒
そ
し
て
︑

金
石
系
統
の
第
一
綱
﹁
非
金
属
及
軽
金
属
ノ
金
石
﹂
の
第
十
二
目
に
﹁
氷
及
水

酸
化
物
﹂
と
あ
る
︒
そ
の
説
明
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

○
氷

記
号
H
2
O

E
is
独

Ic
e
英

氷
ハ
六
角
系
ニ
属
シ
通
常
只
板
条
ノ
六
角
柱
ヲ
ナ
ス
︒
稀
レ
ニ
菱
面
形
又

六
角
稜
錐
ヲ
見
ル
コ
ト
ア
リ
︒
其
静
水
面
上
ニ
凍
合
セ
ル
者
ハ
即
チ
礎
面

ニ
シ
テ
氷
柱
ハ
主
軸
ト
併
行
ス
︒
夫
ノ
雪
ノ
如
キ
ハ
細
小
ナ
ル
六
稜
星
点

ニ
シ
テ
羽
毛
状
列
点
状
等
ノ
構
造
ヲ
有
シ
︑
無
色
ナ
リ
︒
然
レ
ド
モ
大
塊

ニ
在
テ
ハ
帯
緑
色
又
帯
青
色
ヲ
呈
ス
︒
堅
度
ハ
一
︑
五
︒
比
重
ハ
〇
︑
九

五
乃
至
〇
︑
九
七
︒
零
度
以
上
ノ
温
ニ
到
レ
バ
則
チ
熔
融
シ
テ
水
ト
為
ル
︒

純
氷
ハ
無
臭
無
味
ナ
リ
︒
其
天
然
ノ
純
粋
ハ
只
雨
水
及
雪
水
ノ
ミ
︒
河
井

ノ
水
ハ
常
ニ
炭
酸
及
許
多
ノ
塩
類
ヲ
含
有
ス
︒

以
降
︑
氷
あ
る
い
は
水
が
鉱
物
と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
︑
管
見
で
は
以

下
の
書
物
で
あ
る
︒

敬
業
社
編
纂
﹃
鑛
物
学
﹄︵
明
治
二
十
一
年
刊
︶

小
藤
文
次
郎
等
編
﹃
鑛
物
字
彙
﹄︵
明
治
二
十
三
年
︶

横
山
又
次
郎
編
﹃
鑛
物
学
簡
易
教
科
書
﹄
︵
明
治
三
十
三
年
刊
︶

東
京
地
学
協
会
編
﹃
英
和

和
英

地
学
字
彙
﹄︵
大
正
三
年
︶

吉
村
豊
文
・
望
月
勝
海
共
著
﹃
鑛
物
学
入
門
﹄
︵
昭
和
七
年
刊
︶

岡
本
要
八
郎
・
木
下
亀
城
共
著
﹃
鑛
物
和
名
辞
典
﹄︵
昭
和
三
十
四
年
刊
︶

明
治
の
鉱
物
学
書
で
水
や
氷
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
︒
日
本
初

の
鉱
物
学
の
教
科
書
と
さ
れ
る
和
田
維
四
郎
の
﹃
金
石
学
﹄︵
明
治
九
年

︹
1
8
8
1︺
成
︑
同
十
一
年
刊
︶︑
ま
た
こ
の
書
に
漏
れ
た
鉱
物
名
を
増
補
し
た

﹃
金
石
対
名
表
﹄
︵
武
藤
寿
編
︑
明
治
十
二
年
刊
︶
に
は
見
ら
れ
な
い
︒
当
時
の

鉱
物
学
は
資
源
鉱
物
学
の
側
面
が
強
い
も
の
で
あ
り
︑
彼
に
も
﹁
内
国
所
産
ノ

金
石
中
有
用
ニ
シ
テ
且
ツ
学
術
上
ニ
貴
重
ス
ル
者
ヲ
示
ス
﹂
こ
と
を
目
的
と
し

た
﹃
本
邦
金
石
畧
誌
﹄
︵
明
治
十
一
年
︶
も
あ
る
が
︑
そ
う
し
た
目
的
か
ら
は

金
石
学
と
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水
や
氷
な
ど
に
つ
い
て
は
特
に
取
り
上
げ
る
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
︒
ま
た
︑
島
田
庸
一
編
述
﹃
小
学
博
物
金
石
学
﹄︵
明
治
十
五
年
︶
と

大
槻
修
二
著
﹃
金
石
学
教
授
法
﹄︵
明
治
十
七
年
序
︶
に
も
見
え
な
い
が
︑
こ

れ
ら
は
﹁
人
ノ
皆
知
ル
所
ナ
レ
バ
︑
詳
記
セ
ズ
﹂︵﹃
鑛
物
学
簡
易
教
科
書
﹄︶

と
い
っ
た
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︒﹁
中
学
小
学
生
ニ
通
常
金
石
ノ
名

称
︑
性
質
︑
効
用
ナ
ド
ノ
概
略
ヲ
知
ラ
シ
メ
ン
ガ
為
ニ
編
述
﹂
し
た
辻
敬
之
著

﹃
通
常
金
石
﹄︵
明
治
十
九
年
︶
に
見
ら
れ
な
い
の
も
同
様
の
理
由
か
ら
か
と
思

わ
れ
る
が
︑
あ
る
い
は
︑
水
や
氷
な
ど
は
﹁
通
常
﹂
の
金
石
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
︒

�

水
晶
の
異
称
に
﹁
氷
石
﹂
が
あ
る
よ
う
に
︑
我
々
の
素
朴
な
感
覚
で
も
氷
を

鉱
物
の
一
種
と
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
も
な
い
︒
し
か
し
な
お
︑

水
を
鉱
物
と
す
る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
る
︒﹁
鉱
物
﹂
以
前
に
用
い
ら
れ
て

い
た
﹁
金
石
﹂
と
い
う
語
は
文
字
通
り
金
と
石
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
︑
水
や

氷
は
含
ま
れ
な
い
︒
我
々
の
捉
え
方
で
は
水
は
金
石
と
一
つ
の
範
疇
に
入
る
も

の
で
は
な
く
︑
溶
け
れ
ば
水
と
な
る
も
の
同
じ
く
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
︒

と
こ
ろ
で
︑
そ
の
水
な
ど
と
金
石
と
を
別
の
も
の
と
す
る
我
々
の
捉
え
方
は

い
つ
頃
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒

確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
源
順
の
﹃
和
名
類
聚
抄
﹄︵
承
平
年
間
︹
9
3
1
-
3
8︺

成
︶
に
ま
で
遡
れ
る
よ
う
で
あ
る
︒
こ
の
書
は
漢
語
を
天
地
・
人
物
・
草
木
の

意
味
に
大
別
し
︑
二
十
四
部
に
分
け
る
︒
天
地
は
﹁
天
部
﹂﹁
地
部
﹂﹁
水
部
﹂

に
分
け
て
い
る
が
︑
石
は
﹁
地
部
﹂
に
︑
氷
は
﹁
水
部
﹂
に
取
り
上
げ
ら
れ
︑

次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
︒

石

陸
詞
云
石
凝
土
也
︒
常
尺
反
︿
和
名
以い

之し

﹀

︵
地
部
・
巌
石
類
)

氷

四
声
字
苑
云
︑
水
寒
凍
結
也
︒
筆
凌
反
︒︿
和
名
比ひ

︒
又
古こ

保ほ

利り

﹀

︵
水
部
・
水
泉
類
)

源
順
が
﹁
地
部
﹂
と
﹁
水
部
﹂
と
に
分
け
る
の
は
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
︒﹃
和
名
類
聚
抄
﹄
が
部
立
て
の
参
考
と
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

る
も
の
に
深
根
輔
仁
の
﹃
本
草
和
名
﹄︵
延
喜
十
八
年
︹
9
1
8︺
頃
成
︶
が
あ
る

が
︑
こ
れ
に
は
﹁
水
部
﹂
が
な
い
︒
た
だ
︑
中
国
の
最
古
の
字
書
で
あ
る
﹃
爾

雅
﹄
の
巻
七
は
﹁
釈
山
﹂
と
﹁
釈
水
﹂
に
分
け
ら
れ
て
お
り
︑﹁
釈
山
﹂
に
は

﹁
多
㆓

小
石
㆒

磝
﹂﹁
多
㆓

大
石
㆒

礐
﹂﹁
石
戴
㆑

土
謂
㆓

之
崔
嵬
㆒

﹂﹁
土
戴
㆑

石
為
㆑

砠
﹂

な
ど
と
︑
山
と
石
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
︑
明
確
に
で
は
な

い
も
の
の
︑
山
や
石
と
水
な
ど
と
を
区
別
す
る
意
識
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
に

見
え
る
︒
源
順
は
こ
う
し
た
こ
と
も
参
考
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

﹃
本
草
和
名
﹄
の
部
立
て
は
蘇
敬
等
の
﹃
新
修
本
草
﹄︵
唐
・
顕
慶
四
年

︹
6
5
9︺
刊
︶
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
が
︑
こ
の
﹃
新
修
本
草
﹄
に
は
水
な
ど
は

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
︒
そ
の
後
︑
正
統
本
草
書
の
慎
微
著
﹃
経
史
証
類
大

観
本
草
﹄︵
宋
・
大
観
二
年
︹
1
1
0
8︺
刊
︶
は
玉
石
部
︑
草
部
︑
木
部
︑
人
部
︑

金
石
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鉱
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獣
部
︑
禽
部
︑
虫
魚
部
︑
果
部
︑
米
穀
部
︑
薬
部
︑
有
名
未
用
本
経
外
草
類
︑

本
経
外
木
蔓
類
に
部
立
て
し
︑
玉
石
部
に
は
﹃
陳
臓
器
余
﹄
か
ら
採
ら
れ
た

﹁
玉
井
水
﹂﹁
甘
露
水
﹂﹁
雹
﹂﹁
夏
冰
﹂
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る⑤
︒
し
か
し
︑
李

時
珍
は
﹃
本
草
綱
目
﹄︵
明
・
万
暦
二
十
四
年
︹
1
5
9
6︺
刊
︶
で
﹁
旧
本
水
類

共
三
十
二
種
︑
散
見
㆓

玉
石
部
㆒

﹂︵﹁
水
部
目
録
﹂︶
と
指
摘
し
︑﹁
旧
本
玉
石
水

土
混
同
︒
諸
虫
鱗
介
不
㆑

別
︒
或
虫
入
㆓

木
部
㆒︒
或
木
入
㆓

草
部
㆒

﹂︵﹁
凡
例
﹂︶

と
そ
の
杜
撰
さ
を
批
判
し
て
︑
新
た
に
水
部
︑
火
部
な
ど
を
設
け
︑
全
体
を
水

部
・
火
部
・
土
部
・
金
石
部
・
草
部
・
穀
部
・
菜
部
・
果
部
・
木
部
・
服
部
・

虫
部
・
鱗
部
・
介
部
・
禽
部
・
獣
部
・
人
部
の
十
六
部
に
分
類
し
た
︒
中
国
の

本
草
書
で
明
確
に
水
を
金
石
と
区
別
し
た
の
は
こ
れ
に
始
ま
る
よ
う
で
あ
り
︑

﹃
本
草
綱
目
﹄
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
か
ら
は
日
本
の
本
草
書
も
ほ
ぼ
こ
れ
に
従

っ
て
い
る
︒

そ
の
﹃
本
草
綱
目
﹄
の
﹁
水
部
﹂
は
天
水
と
地
水
と
に
区
別
さ
れ
る
︒﹁
其

体
純
陰
︒
其
用
純
陽
︒
上

則

の
ぼ
る
と
き
は

為
㆓

雨
露
霜
雪
㆒︑
下

則

く
だ
る
と
き
は

為
㆓

海
河
泉
井
㆒

﹂

︵﹁
水
部
目
録
﹂︶
と
い
う
︑
例
の
陰
陽
の
原
理
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
︑
天
水

に
は
次
の
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
︒

雨
水

潦
水

露
水

甘
露

甘
露
蜜

明
水

冬
霜

臘
雪

雹

夏

氷

神
水

半
天
河

屋
漏
水

︵﹁
天
水
類
﹂
)

｢夏
氷
︵
冰
︶﹂
は
氷
室
に
貯
え
ら
れ
た
氷
を
夏
に
出
し
た
も
の
で
︑
熱
を
去

る
た
め
の
薬
剤
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
ち
な
み
に
小
野
蘭

山
の
﹃
本
草
綱
目
啓
蒙
﹄
の
﹁
夏
氷
﹂
の
項
に
は
︑

夏
氷

ナ
ツ
ノ
コ
ホ
リ

氷

ヒ

コ
ホ
リ

シ
ガ
南
部

︹
一
名
︺
凍

凌
附
方

水
骨
事
物
異
名

玉
岸
事
物
紺
珠

銀
鉦
同
上

冷
沢
康
煕
字
典

洛
沢
類
書
纂
編

冬
ノ
中
ニ
氷
ヲ
ト
リ
︑
深
山
幽
谷
ニ
貯
ヘ
︑
夏
土
用
ノ
頃
︑
食
物

ノ
腐
ラ
ヌ
為
︑
傍
ニ
置
ヲ
夏
氷
ト
イ
フ
︒︵
中
略
︶
夏
氷
ノ
外
︑

別
ニ
冬
氷
ヲ
出
ス
︒

と
あ
る
︒
ま
た
︑﹃
本
草
綱
目
啓
蒙
﹄
の
﹁
雹
﹂
の
項
に
は
﹁
冰
子
﹂︵﹃
事
物

紺
珠
﹄︶︑﹁
雨
冰
﹂︵
﹃
事
物
異
名
﹄︶︑
﹁
煖
天
冰
﹂
︵
同
上
︑
﹁
蒙
古
の
名
﹂
と
注

が
あ
る
︶︑﹁
冰
冷
﹂
︵﹃
名
物
法
言
﹄
︶
の
別
名
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
︑﹁
霰
﹂
の

項
に
も
﹁
冰
雪
﹂︵﹃
事
物
紺
珠
﹄
︶
の
別
名
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
︒

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
︑
日
本
に
お
い
て
も
中
国
に
お
い
て
も
氷
・
雹
・

霰
・
雪
は
水
の
範
疇
に
入
る
も
の
で
あ
り
︑
金
石
と
は
別
の
も
の
と
考
え
て
い

た
の
で
あ
る
︒

�

中
国
に
お
け
る
水
と
石
と
の
関
係
に
つ
い
て
︑
も
う
少
し
考
え
て
み
た
い
︒

﹃
本
草
綱
目
﹄
の
諸
物
の
分
類
に
は
陰
陽
思
想
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に

見
た
が
︑
部
の
配
列
の
順
序
は
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
五
行
思
想
を
基
と
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒
﹁
凡
例
﹂
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
︒

金
石
学
と
鉱
物
学
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首
以
㆓

水
火
㆒︒
次
㆑

之
以
㆑

土
︒
水
火
為
㆓

万
物
之
先
㆒土
為
㆓

万
物
之
母
㆒

也
︒

次
㆑

之
以
㆓

金
石
㆒︒
従
㆑

土
也
︒
次
㆑

之
以
㆓

草
穀
菜
果
木
㆒

︒
従
㆑

微
至
㆑

巨
也
︒

次
㆑

之
以
㆓

服
器
㆒︒
従
㆓

草
木
㆒

也
︒
次
㆑

之
以
㆓

虫
鱗
介
禽
獣
㆒︒
終
㆑

之
以
㆑

人
︒

従
㆑

賤
至
㆑

貴
也
︒︵
首は
じ

め
水
火
を
以
て
し
︑
之
に
次
ぐ
に
土
を
以
て
す
︒

水
火
は
万
物
の
先
為た

り
︑
土
は
万
物
の
母
為
れ
ば
な
り
︒
之
に
次
ぐ
に
金

石
を
以
て
す
︒
土
に
従
へ
ば
な
り
︒
之
に
次
ぐ
に
草
・
穀
・
菜
・
果
・
木

を
以
て
す
︒
微
な
る
従よ

り
巨
な
る
に
至
る
と
な
り
︒
之
に
次
ぐ
に
服
器
を

以
て
す
︒
草
木
に
従
へ
ば
な
り
︒
之
に
次
ぐ
に
虫
・
鱗
・
介
・
禽
・
獣
を

以
て
す
︒
之
を
終
る
に
人
を
以
て
す
︒
賤
従よ

り
貴
き
に
至
る
と
な
り
︒︶

飯
島
忠
夫
の
五
行
に
関
す
る
次
の
考
察
は
︑
こ
の
配
列
の
意
味
を
理
解
す
る

の
に
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

元
素
の
観
念
が
生
じ
た
時
︑
水
と
火
と
は
第
一
に
其
の
選
に
入
る
べ
き
も

の
で
あ
る
︒
土
も
空
気
も
又
注
意
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
金
属
も

亦
之
に
次
ぎ
て
注
意
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
︒
木
が
引
出
さ
れ
た
の
は
︑

そ
こ
に
生
命
の
躍
動
が
最
も
強
く
現
は
れ
て
居
る
故
で
あ
ろ
う
︒
五
行
の

中
に
木
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
支
那
上
古
の
元
素
の
観
念
が
単
に
生
命
を

有
せ
ざ
る
物
質
を
指
し
て
居
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
證
明
す
る
︒
元
素
と

し
て
の
五
行
は
寧
ろ
其
の
活
力
の
種
類
を
分
別
し
た
も
の
と
し
て
考
へ
る

べ
き
で
あ
る
︒
生
命
と
物
質
と
は
五
行
説
に
於
て
は
同
一
物
の
両
面
と
し

て
考
へ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
︒

︵﹃
支
那
暦
法
起
原
考
﹄
p
.2
6
9
)

右
の
最
後
の
文
に
関
わ
っ
て
飯
島
氏
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒

五
行
は
ま
た
五
常
︑
五
気
と
も
呼
ば
れ
る
︒
五
常
と
は
恒
常
不
変
な
る
方

面
か
ら
名
づ
け
た
も
の
で
︑
五
気
と
は
精
妙
な
る
物
質
と
し
て
の
方
面
か

ら
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒
そ
れ
故
に
五
常
五
気
は
其
の
元

素
的
方
面
に
名
づ
け
た
も
の
で
あ
つ
て
︑
五
行
︑
五
運
︑
五
歩
が
其
の
活

動
的
方
面
か
ら
名
づ
け
て
あ
る
の
に
対
立
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
︒

︵
同
右
p
.2
6
8
)

飯
島
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
︑
五
行
説
に
お
い
て
は
生
命
と
物
質
と
は
同
一

物
の
両
面
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
︑
西
洋
の
よ
う
に
諸
物
は
有
機

物
と
無
機
物
と
で
二
分
で
き
な
い
も
の
と
な
る
︒

ま
た
︑﹃
淮
南
子
﹄
天
文
訓
に
︑
宇
宙
の
根
源
を
混
沌
無
形
の
一
元
の
﹁
気
﹂

と
し
︑
そ
れ
が
二
つ
に
分
か
れ
て
天
と
地
と
為
り
︑
天
の
気
は
陽
で
︑
地
の
気

は
陰
で
あ
る
と
あ
る
が
︑
す
べ
て
の
も
の
は
﹁
気
﹂
か
ら
生
じ
る
も
の
と
あ
る
︒

石
も
水
も
同
様
で
あ
る
︒﹃
本
草
綱
目
﹄
﹁
金
石
部
目
録
﹂
冒
頭
に
﹁
石
は
気
の

核
で
あ
る
﹂
と
言
い
︑
﹁
そ
の
精
が
金
で
あ
り
玉
で
あ
り
︑
そ
の
毒
が
礬
︵
引

用
者
注
︱
明
礬
な
ど
の
硫
酸
化
合
物
な
ど
を
言
う
︶
で
あ
り
︑
砒
︵
砒
毒
︶
で

あ
る
﹂︑﹁
気
の
凝
結
し
た
の
が
丹
青
︵
丹
砂
と
青
丹
蒦
︶
で
あ
り
︑
液
化
し
た

も
の
が
礬
汞
︵
水
銀
︶
で
あ
る
﹂
と
言
う
︒

李
時
珍
曰
︑
石
者
気
之
核
︑
土
之
骨
也
︒
大
則
為
㆓

石
巌
㆒︑
細
則
為
㆓

砂
塵
㆒︒

其
精
為
㆑

金
為
㆑

玉
︒
其
毒
為
㆑

礬
為
㆑

砒
︒
気
之
凝
也
則
結
而
為
㆓

丹
青
㆒︒

金
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気
之
化
也
則
液
而
為
㆓

礬
汞
㆒︒

水
も
ま
た
前
述
の
よ
う
に
﹁
其
体
純
陰
︒
其
用
純
陽
︒
上
則
為
㆓

雨
露
霜
雪
㆒︑

下
則
為
㆓

海
河
泉
井
㆒

﹂︵﹁
水
部
目
録
﹂︶
と
あ
り
︑﹁
地
気

升
の
ぼ
り
て

為
㆑

雲
︑

降
く
だ
り
て

為
㆑

雨
﹂︵﹁
雨
水
﹂︶︑﹁
露
者
陰
気
之
液
也
﹂︵﹁
露
水
﹂︶︑﹁
程
子
云
︑
雹
者
陰

陽
搏
之
気
也
﹂︵﹁
雹
﹂︶
と
言
う
︒
ち
な
み
に
貝
原
益
軒
の
﹃
大
和
本
草
﹄
の

水
類
の
﹁
水
﹂
の
項
に
は
︑﹃
月
令
﹄
の
﹁
仲
秋
始
涸
﹂
に
対
す
る
陳
澔
の
註

﹁
水
本
気
之
所
㆑

為
︒
春
夏
気
至
︑
故
長
︒
秋
冬
気
返
故
涸
也
﹂
を
引
い
て
﹁
今

按
ニ
冬
水
カ
レ
テ
井
水
ス
ク
ナ
キ
モ
此
故
ナ
ル
ベ
シ
︒
又
河
水
十
月
ヨ
リ
甚
ス

ク
ナ
ク
二
三
月
ニ
地
上
ニ
常
ノ
如
ク
多
ク
流
ル
ヽ
川
ア
リ
︒
是
亦
冬
月
水
カ

ル
ヽ
故
ナ
リ
﹂
と
あ
る
︒

以
上
を
要
す
る
に
︑
中
国
の
思
想
に
お
い
て
は
総
て
の
も
の
は
一
元
の

﹁
気
﹂
か
ら
生
じ
︑
陰
陽
の
力
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
種
々
の
形
に
な
っ
た
も
の

で
あ
り
︑
生
命
と
物
質
の
両
面
を
両
面
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
︒
西

洋
の
よ
う
に
有
機
物
と
無
機
物
︑
あ
る
い
は
動
植
物
と
鉱
物
と
い
う
よ
う
に
対

立
す
る
も
の
と
は
捉
え
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
︒

$

江
戸
時
代
の
日
本
本
草
学
に
お
い
て
も
︑
す
べ
て
の
物
は
一
括
し
て
本
草
の

対
象
で
あ
っ
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
西
洋
で
は
有
機
物
︵
動
物
・
植
物
︶
と
無
機

物
︵
鉱
物
︶
と
に
二
分
さ
れ
︑
そ
れ
ぞ
れ
は
動
物
学
︑
植
物
学
︑
鉱
石
学
の
対

象
と
し
て
研
究
さ
れ
る
︒
こ
う
し
た
学
問
体
系
を
移
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日

本
に
お
け
る
万
物
に
つ
い
て
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
︒

﹃
哲
学
字
彙
﹄︵
東
京
大
学
三
学
部
印
行
︑
明
治
十
四
年
刊
︶
に
は
﹁
K
in
g
-

d
o
m

王

国
﹂
を
﹁
A
n
im
a
l
K
in
g
d
o
m

動

物

界
﹂﹁
V
e
g
ita
b
le

K
in
g
-

d
o
m

植
物
界
﹂
﹁
M
in
e
ra
l
K
in
g
d
o
m

鑛
物
界
﹂
の
三
界
に
分
か
れ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
が
明
治
期
の
科
学
者
た
ち
の
新
し
い
世
界
の
捉
え

方
で
あ
っ
た
︒
早
く
江
戸
期
の
蘭
学
者
た
ち
が
三
有
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
︑

し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
る
の
は
︑
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
を
示
唆
し
て
い
る

の
で
あ
る
︒
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
︑
個
々
の
名
称
も
変
化
し
た
︒﹁
鉱
物﹅

﹂
と

い
う
名
は
︑
有
機
物
の
﹁
動
物﹅

﹂﹁
植
物﹅

﹂
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
︑
そ
れ
ま

で
存
在
し
な
か
っ
た
無
機
物

m
in
e
ra
l
と
い
う
概
念
を
表
わ
す
為
に
造
ら
れ
た

学
術
語
で
あ
る⑥
︒
そ
れ
ま
で
の
﹁
金
石
﹂
と
い
う
語
は
文
字
通
り
金
と
石
と
の

総
称
で
あ
り
︑
水
な
ど
は
含
ま
れ
な
い
︒﹁
金
石
﹂
と
﹁
鉱
物
﹂
と
い
う
語
の

外
延
は
異
な
る
の
で
あ
る
︒
明
治
時
代
に
は
﹁
金
石
学
﹂
を
﹁
鉱
物
学
﹂
と
同

義
と
し
て
用
い
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
︑
﹁
植
物
学
﹂
が
﹁
本
草
学
﹂
と
異

な
る
よ
う
に
両
者
は
本
来
異
な
る
の
で
あ
る
︒

&

鉱
物
学
の
専
門
書
で
は
な
く
国
語
辞
典
で
も
明
治
期
の
も
の
に
は
水
や
氷
が

﹁
鉱
物
﹂
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
︒
大
槻
文
彦
の
﹃
言
海
﹄

金
石
学
と
鉱
物
学

四
二
七



︵
明
治
三
十
七
年
︹
1
9
0
4︺
刊
︶
に
は
︑

金
・
石
・
土
・
砂
・
玉
・
化
石
・
塩
・
水
等
︑
ス
ベ
テ
無
機
体
ノ
総
名

︵
動
物
・
植
物
ニ
対
ス
︶

と
あ
り
︑
金
沢
庄
三
郎
の
﹃
辞
林
﹄︵
明
治
四
十
年
刊
︶
に
も
︑

地
殻
岩
石
を
形
成
す
る
天
産
の
無
機
物
︑
即
ち
︑
金
・
石
・
玉
・
土
・

砂
・
化
石
︒
氷
・
塩
な
ど
の
類
︒
動
物
又
は
植
物
な
ど
の
対
︒

と
あ
る
︒
し
か
し
︑
最
近
の
も
の
に
は
そ
れ
を
あ
え
て
記
す
も
の
は
見
な
い
︒

﹃
広
辞
苑
﹄︵
第
六
版
2
0
0
8
.1
刊
︶
に
は
︑

地
殻
・
隕
石
な
ど
を
構
成
す
る
天
然
の
均
質
な
無
機
物
︒
多
く
は
固
体
で

一
定
の
原
子
配
列
を
有
し
︑
一
定
の
化
学
組
成
を
も
つ
︒
石
英
・
長
石
・

黄
鉄
鉱
の
類
︒

と
あ
り
︑﹃
日
本
国
語
大
辞
典
﹄︵
第
二
版
2
0
0
1
.5
刊
︶
で
も
︑

天
然
の
無
機
物
質
一
般
を
い
う
こ
と
ば
︒
主
と
し
て
地
球
の
固
体
部
分
を

構
成
す
る
も
の
︒
ほ
と
ん
ど
は
結
晶
を
な
し
︑
三
八
〇
〇
種
類
を
こ
え
る

も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
︒
鉱
品
︒

と
あ
る
の
み
で
あ
る
︒
鉱
物
学
書
や
鉱
物
図
鑑
な
ど
に
も
︑
水
や
氷
を
特
に
取

り
上
げ
て
説
明
す
る
こ
と
は
現
在
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
︒
し
か
し
︑﹁
鉱
物
﹂

の
定
義
が
前
述
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
︑
水
や
氷
は
鉱
物
で
あ
る
と
鉱

物
学
者
は
答
え
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
︒
森
本
信
男
・
砂
川
一
郎
・
都
城
秋
穂

共
著
﹃
鉱
物
学
﹄︵
岩
波
書
店
1
9
7
5
.5
刊
︶
に
︵
傍
線
引
用
者
︶︑

こ
れ
ま
で
︑
鉱
物
と
は
地
球
の
表
面
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
部
分
に
出
現
す

る
︑
ほ
ぼ
均
質
な
物
質
で
あ
る
と
い
う
常
識
的
な
観
念
で
進
ん
で
き
た
︒

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
︑
鉱
物
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
帰
っ
て
︑
そ
の
概

念
を
も
っ
と
厳
密
に
検
討
し
て
み
よ
う
︒
こ
う
い
う
議
論
は
︑
そ
れ
自
体

は
生
産
的
な
も
の
で
は
な
い
︒
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
︑
地
球
を
構
成
す

る
物
質
の
性
質
の
理
解
を
︑
厳
密
に
す
る
の
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑

定
義
に
よ
っ
て
鉱
物
の
概
念
を
は
っ
き
り
き
め
る
と
い
う
こ
と
が
︑
自
然

性
質
と
あ
ま
り
よ
く
合
わ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
︒
(
p
.1
1︶

と
あ
り
︑
あ
る
い
は
水
・
氷
な
ど
に
つ
い
て
の
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
か
と
期

待
さ
れ
る
が
︑
化
石
や
動
物
の
体
内
に
で
き
る
結
石
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
︒

学
術
語
の
定
義
が
日
常
用
い
て
い
る
意
味
と
ズ
レ
る
こ
と
は
︑
ま
ま
あ
る
こ

と
で
は
あ
る
が
︑
そ
れ
に
し
て
も
水
が
鉱
物
で
あ
る
と
す
る
定
義
に
我
々
が
感

じ
る
違
和
感
は
︑
西
洋
の
科
学
の
背
景
に
あ
る
世
界
認
識
と
我
々
の
︵
あ
る
い

は
東
洋
人
の
︶
世
界
認
識
と
に
は
依
然
と
し
て
超
え
が
た
い
も
の
が
あ
る
こ
と

を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
︒

注①

和
田
維
四
郎
の
﹃
本
邦
金
石
畧
誌
﹄︵
明
治
十
一
年
刊
︶
に
次
の
よ
う
に
あ
る
︒

我
国
ニ
於
テ
金
石
学
ノ
端
緒
ヲ
啓
キ
シ
上
古
ノ
年
代
ハ
今
得
テ
推
知
ス
ル
ニ
由

金
石
学
と
鉱
物
学
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ナ
シ
ト
雖
モ
︑
顧
フ
ニ
此
学
ハ
当
時
以
テ
冶
金
術
ノ
一
部
ト
ナ
シ
タ
ル
ニ
過
ギ

ザ
ル
ノ
ミ
︒
其
後
︑
医
学
開
ク
ル
ニ
及
ビ
︑
金
石
中
薬
石
ア
ル
ヲ
認
メ
シ
ヨ
リ

輙
す
な
わ

チ
此
レ
ヲ
以
テ
始
メ
テ
薬
剤
学
中
ニ
加
ヘ
シ
ガ
︑
中
古
以
来
玩
石
家
ナ
ル

一
派
起
リ
テ
専
ラ
之
ヲ
聚
ム
ル
ニ
従
事
ス
︒
然
レ
ド
モ
此
徒
ノ
為
ス
所
ハ
其
品

質
ヲ
愛
玩
シ
テ
同
好
其
多
蓄
ニ
詡ほ
こ

ル
ニ
過
ギ
ズ
︒
固も
と

ヨ
リ
金
石
実
用
︵
冶
金
薬

剤
等
︶
ノ
如
何
ハ
措お
き

テ
論
ゼ
ザ
ル
コ
ト
ナ
リ
︒
故
ニ
其
研
究
ス
ル
所
ハ
偶
々
以

テ
現
今
ノ
金
石
学
ニ
相
合
フ
如
シ
ト
雖
モ
︑
悲
哉
︑
原も

ト
学
識
ヲ
有
セ
ズ
シ
テ

偏
ニ
外
観
ノ
美
悪
ヲ
品
評
ス
ル
ニ
止
マ
レ
ル
ヲ
以
テ
其
金
石
学
ノ
進
歩
ニ
裨
益

ナ
キ
而の

已み

ナ
ラ
ズ
︑
往
々
牽
強
付
会
ノ
説
ヲ
出
シ
テ
却
テ
此
学
ノ
真
旨
ヲ
誤
ル

モ
ノ
少
カ
ラ
ズ
︒
之
ニ
反
シ
薬
剤
家
ハ
深
ク
金
石
ノ
性
質
効
用
ヲ
研
究
シ
其
業

ヲ
シ
テ
稍や
や

一
学
科
ノ
地
ヲ
占
メ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
リ
︒
若も

シ
夫そ

レ
冶
金
術
家
ハ
固

ヨ
リ
唯
冶
金
ニ
緊
要
ナ
ル
金
石
ヲ
論
ズ
ル
ニ
止
マ
レ
ル
ノ
ミ
︒
之
ヲ
要
ス
ル
ニ

従
来
諸
家
大
ニ
其
正
鵠
ヲ
失
フ
テ
化
石
巌
磐
等
ヲ
金
石
ニ
加
ヘ
珊
瑚
青
琅
玕
等

ヲ
金
石
ト
為
ス
ガ
如
キ
往
時
化
学
物
理
学
等
ノ
未
ダ
開
ケ
ザ
リ
シ
時
代
ニ
在
テ

ハ
深
ク
恠
あ
や
し

ム
ニ
足
ラ
ザ
ル
ナ
リ
︒

ま
た
和
田
維
四
郎
の
﹃
金
石
学
﹄︵
明
治
九
年
︹
1
8
8
1︺
成
︑
同
十
一
年
刊
︶
の

町
田
久
成
︵
当
時
の
博
物
局
長
︶
の
﹁
序
﹂
に
も
次
の
よ
う
な
文
が
見
え
る
︒

邦
人
訳
㆓

西
籍
㆒

者
︒
不
㆑

外
㆓

物
理
・
医
術
・
性
理
・
経
済
等
書
㆒︒
而
未
㆑

有
㆘

講
㆓

金
石
学
㆒

者
㆖︒
化
学
一
科
雖
㆑

説
㆓

金
石
之
事
㆒︑
亦
以
説
㆓

明
化
学
的
理
㆒

耳
︒

未
㆔

道
㆓

及
金
石
要
領
㆒︑
豈
不
㆓

一
大
欠
典
㆒

哉
︒

②

﹃
地
学
の
語
源
を
さ
ぐ
る
﹄︵
歌
代
勤
・
清
水
大
吉
郎
・
高
橋
正
夫
著
︑
東
京
書
籍

1
9
7
8
.1
刊
︶
の
﹁
鉱
物

M
in
e
ra
l﹂
の
説
明
に
次
の
よ
う
に
あ
る
︒
傍
線
を
付
け
た

部
分
に
は
疑
問
が
あ
る
が
︑
m
in
e
ra
l
と
﹁
鉱
物
﹂
の
語
史
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
︒

も
と
鉱
山
か
ら
産
す
る
も
の
︑
ま
た
土
地
を
掘
っ
て
え
ら
れ
る
も
の
全
体
を
さ

し
て
い
た
言
葉

m
in
e
ra
l
が
︑
次
第
に
無
機
物
を
さ
す
よ
う
に
な
り
︑
19
世
紀

に
入
っ
て
か
ら
現
在
の
よ
う
に
自
然
に
産
す
る
無
機
物
で
︑
化
学
的
成
分
や
物

理
性
が
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
を
さ
す
よ
う
に
な
っ
た
︒
こ
の

m
in
e
ra
l
は
ラ
テ
ン

語

m
in
e
ra
lis︵
m
in
e
ra
に
関
す
る
︶
に
由
来
し
︑
こ
の

m
in
e
ra
は
鉱
山
の

意
で
あ
る
が
︑
元
来
は
金
属
や
宝
石
が
生
長
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
母
岩
の

こ
と
を
さ
し
た
︒

江
戸
時
代
の
本
草
学
で
は
自
然
の
金
属
を
金
︑
現
在
の
鉱
物
・
岩
石
を
石
と
し
︑

全
体
を
金
石
と
よ
ん
だ
︒
そ
れ
に
は
石
器
な
ど
も
含
ん
で
い
る
が
︑
ほ
ぼ
リ
ン

ネ
の
三
大
分
類
の
鉱
物
に
あ
た
る
︒
そ
れ
ら
を
研
究
す
る
学
問
が
︑
明
治
初
期

に
は
金
石
学
と
よ
ば
れ
た
が
︑
西
洋
の
科
学
が
導
入
さ
れ
る
に
つ
れ
︑
金
石
学

は
鉱
物
の
み
を
扱
う
よ
う
に
な
り
︑
小
藤
文
次
郎
が

M
in
e
ra
l
お
よ
び

M
in
-

e
ra
lo
g
y
の
訳
と
し
て
︑
鉱
物
お
よ
び
鉱
物
学
の
語
を
つ
く
っ
た
︵
明
治
17

年
・
1
8
8
4
)︒︵
中
略
︶
現
在
中
国
で
は
鉱
物
お
よ
び
鉱
物
学
を
用
い
て
い
る
が
︑

こ
れ
は
日
本
か
ら
の
輸
入
に
よ
る
︒

③

｢鉱
︵
鑛
︶
物
﹂
は
﹁
砿
︵
礦
︶
物
﹂
と
も
書
か
れ
る
︒
山
田
武
太
郎
著
﹃
新
編

漢
語
辞
林
﹄
︵
明
治
三
十
七
年
刊
︶
に
﹁
ト
モ
ニ
サ
シ
テ
カ
ハ
ツ
タ
イ
ミ
ヲ
モ
タ
ヌ

字
︒
タ
ヾ
シ
︑
今
オ
モ
ニ
礦
ハ
ス
ベ
テ
カ
ナ
ケ
デ
ナ
イ
モ
ノ
︑
ス
ナ
ハ
チ
石
︑
又
ハ

石
ニ
チ
カ
イ
モ
ノ
ニ
モ
チ
ヰ
︑
鑛
ハ
ス
ベ
テ
カ
ナ
ノ
モ
ノ
︑
ス
ナ
ハ
チ
石
ニ
チ
カ
ク

ナ
イ
モ
ノ
ニ
モ
チ
ヰ
ル
﹂
と
あ
り
︑
山
田
美
妙
の
﹃
大
辞
典
﹄
︵
明
治
四
十
五
年
刊
︶

で
も
﹁
其
金
属
質
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
鑛
物
ト
シ
︑
石
属
質
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
礦
物
ト
ス
ル
﹂
と

あ
る
︒
本
稿
で
は
引
用
部
分
を
除
い
て
﹁
鉱
物
﹂
を
用
い
る
︒

④

た
だ
し
︑
筆
者
が
見
た
西
洋
の
鉱
物
学
書
は
次
の
二
著
だ
け
で
あ
る
︒
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F

D
E
S
C
L
IP
T
IE

M
IN
E
R
A
L
-

O
G
Y
”
L
o
n
d
o
n
,
1
8
9
3

E
d
w
a
rd

S
a
lisb
u
ry

D
a
n
a

“A
T
E
X
T

B
O
O
K

O
F

M
IN
E
R
A
L
O
G
Y
”

N
e
w

Y
o
rk
,
1
9
1
0

⑤

岡
西
為
人
著
﹃
本
草
概
説
﹄
︵
1
9
7
5
.1
2
創
元
社
刊
︶
附
録
(
二
)
﹁
証
類
本
草
所
載

薬
目
︵
出
典
別
︶﹂
に
よ
る
︒

金
石
学
と
鉱
物
学

四
二
九



⑥

ヘ
ボ
ン
の
﹃
和
英
語
林
集
成
﹄
初
版
︵
1
8
6
7
年
︶
に
﹁†

K
Ō
-B
U
T
S
Z
，
ク
ワ

ウ
ブ
ツ
，
礦
物
，
M
in
e
r
a
ls

﹂
と
見
え
る
の
が
管
見
で
の
初
出
で
あ
り
︑
続
い
て
西

周
の
﹃
百
学
連
環
﹄︵
明
治
三
年
十
一
月
口
授
・
永
見
裕
筆
録
︶
に
﹁
M
in
e
ra
lo
g
y

礦
物
学
﹂
と
見
え
︑﹃
哲
学
字
彙
﹄︵
東
京
大
学
三
学
部
︑
明
治
十
四
年
刊
︶
の

﹁
M
in
e
ra
lo
g
y

鑛
物
学
﹂︑
松
本
栄
三
郎
纂
訳
の
﹃
礦
物
小
学
﹄︵
明
治
十
四
年

刊
︶
と
続
く
︒

金
石
学
と
鉱
物
学

四
三
〇


